8TH International Symposium on flow Visualization (1998)
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＜テンプレートファイルの使用方法＞
1 3, 4ページに記されている「6. 文章作成の注意事項」から「9. 引用文献作成の注意事項」までの内容を確認する。
2 「1. 緒言」から「参考文献」までの章立て（章、節および項）を、各自の原稿の章立てに変更する。同時に、適切な位置に文章、図表および数式などを挿入する。
3 3, 4ページに記されている「6. 文章作成の注意事項」から「9. 引用文献作成の注意事項」までの内容を削除する（5ページに記されている最後の中央線を削除しない）。
ただし、このテンプレートファイルは、完全な原稿の仕上がりを保証していません。そのため、各自で日本包装学会の投稿規程1)や執筆要綱2)を十分確認し、原稿の微調整を行ってください。
1. 緒言
ここに、緒言を記入する。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
2. 実験
ここに、実験の内容を記入する。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
2.1　実験試料
実験試料は、○○○である。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
2.2　実験条件
実験条件は、○○○である。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
2.3　実験結果
2.3.1　○○○と△△△の関係
実験結果は、○○○である。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
2.3.2　○○○と□□□の関係
実験結果は、○○○である。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
3. 考察
ここに、考察を記入する。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
3.1　△△△の影響
　△△△の影響は、○○○の原因と考えられる。○○○○○○○○○○○○○○○○○○
3.2　□□□の影響
□□□の影響は、○○○の原因と考えられる。○○○○○○○○○○○○○○○○○○
4. 結論
ここに、結論を記入する。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
（1）○○○であることを明らかにした。
（2）△△△を考案（開発）した。
（3）□□□の問題を解決した。
5. 謝辞
ここに、謝辞を記入する。○○○○○○○
＜参考文献＞
1) 日本包装学会、学会誌・論文等　投稿規程、http://www.spstj.jp/publication/toukou.html　（2008年3月31日）
2) 日本包装学会、学会誌・論文等　執筆要綱、http://www.spstj.jp/publication/shippitsu.html　（2008年3月31日）
以下に、原稿を作成する際の注意事項をまとめるとともに、関連する主な執筆要綱を記した。
6. 文章作成の注意事項
【執筆要綱１．６】文章は原則として当用漢字、現代かなづかいにより口語体で簡素明瞭に書き、アルファベット、ギリシャ文字などはすべて活字体で正確に記入する。外国の地名、人名、会社名あるいは固有の名詞などは原則として原語で書く。
【執筆要綱１．７】用語は原則として学術用語、JIS用語を用いる。
【執筆要綱１．８】本文の区分けはポイント・システムによる記号を用いて、大見出し、中見出し、小見出しなどを明確にする。
〔例〕
　１．
　１．１
　１．１．１
　　　（１）
　　　　（a）
【執筆要綱１．９より】句読点、カッコ、ハイフンなどは全角を原則とし、新しい行の初めは１コマあける。
【執筆要綱１．10より】算用数字、欧文の小文字などは半角を原則とする。
【執筆要綱１．11】ローマン体使用の文字の場合はそのままでよいが、ギリシャ文字、ドイツ文字、イタリック体など特に誤りの生じるおそれのあるときは朱書きで指定する。
【執筆要綱１．13】論文（一般論文、技術報告、ノート）の原稿は次の順序に従って書く。
（1） 本文が和文の場合
和文題名、英文題名、和文要旨、英文要旨、和文キーワード、英文キーワード、本文
（2） 本文が英文の場合
英文題名、英文要旨、英文キーワード、本文、和文題名、和文要旨、和文キーワード
ただし、和文題名、和文要旨、和文キーワードは省略してもよい。
【執筆要綱１．14】論文の本文は、なるべく次の形式に従って書く。
緒言、理論、実験、結果、考察、結論、謝辞、文献
このうち不必要なものは省いてもよい。ただし、ノートの本文は、上記の形式にとらわれず簡素に書く。
【執筆要綱２．１】数学記号（＋、×、∑など）、量記号（高さh、時間tなど）は次に示すJISの表示方法に準ずる。
数学記号　JIS Z 8201
量記号　JIS Z 8202
【執筆要綱２．２】論文においては単位はSI単位系を用いるのを原則する（JIS Z 8203参照）。ただし、論文以外の原稿ではこの限りではない。
7. 図・表・写真作成の注意事項
【執筆要綱５．１】写真は図として取り扱う。
【執筆要綱５．２】一般論文、技術報告およびノートの図、表の題名、説明文などは全て英文で記す。ただし、これら以外の原稿ではこの限りではない。
【執筆要綱５．３】図、表の番号は、図１、図２、…、表１、表２、…、（論文およびノートではFig.1、Fig.2、…、Table 1、Table2、…、）のように通し番号で記す。
[image: image10.png]. @ Brenss



【執筆要綱５．５】一般論文、技術報告およびノートの本文中で図、表を引用する場合は、Fig.1、Fig.2、…、Table 1、Table 2、…、のように記す。
8. 数値・数式作成の注意事項
【執筆要綱３．１】独立した数式は



 QUOTE 
 のように書くが、文中ではa/b，(a+b)/(c+d)のように1行に書く。上ツキ、下ツキなどは、はっきり指定する。[image: image1.wmf]a

b



 QUOTE [image: image2.png]


 ，
【執筆要綱３．２】誤解されやすい文字、例えばC，K，O，P，S，U，V，W，X，Y，Zなどの大文字と小文字の区別、あるいはO（オー）と0（ゼロ）、rとγ（ガンマ）、kとκ（カッパ）、xとχ（カイ）、wとω（オメガ）など、特に間違いやすい文字はできるだけはっきり区別し、指定する。
9. 引用文献作成の注意事項
引用文献は、本文中の該当人名あるいは該当事項の右肩に2)のように通し番号をつけ、本文の最後にそれぞれ番号をつけてまとめて書く。
【執筆要綱４．１】（１）雑誌を引用する時は、文献番号）著者名〔全員〕、雑誌名、巻［ボールドローマン体］（号）、ページ（発行年）の順に書く。
〔例〕
1） 門屋卓、繊維学会誌、30(2)、5(1974)

2） T.Yano, J.Food Eng., 6(3), 217(1987)

3） A.Serehuk, Mod. Packag., 52(1), 22(1979)

（２）雑誌名は、和文誌の場合は略記しないで書き、欧文誌の場合はChemical AbstractやInternational Packaging Abstractの略記法に準拠する。
【執筆要綱４．２】単行本を引用する時は、文献番号）著者名、”書名”巻（編者名）、出版社、p. ページ（西暦年）の順に書く。
〔例〕
1） 石谷孝祐、”食品と包装”(横山理雄、石谷孝祐編)、医師薬出版、p. 125(1981)

2） N.T.Crosby, “Foods Packaging Materials”, Applied Science Publishing Ltd., p. 52(1981)

【執筆要綱４．３】口頭発表要旨集を引用する時は、文献番号）、著者名、学会名、要旨集名、p. ページ（西暦年）の順に書く。
〔例〕
1）斎藤勝彦、日本包装学会、第16回年次大会研究発表会予稿集、p. 68（2007）
【執筆要綱４．４】（１）特許を引用する時は、発明者、出願人、特許番号または公告、公開番号の順に記し、出願人は（）で囲む。
（２）発明者の記載がない時には、出願者が発明者であるとする。
〔例〕
1） 中嶋隆勝、津田和城、寺岸義春、高田利夫、（大阪府）、特願2003-424895、特開2005-181195

【執筆要綱４．５】（１）インターネット資料を引用する時は、文献番号）　調査名（責任者、組織など）、書名（発行年）、URL（確認年月日）の順に書く。
〔例〕
1） 官庁・業界団体インターネットサイトに掲載された資料
2） 日本缶詰協会、国内生産数量統計（2006年最新データおよび1997年以降推移データ）（2007年）、http://jca-can.or.jp/　（2007年11月8日）
（２）インターネットサイトに掲載された大学などの報告書
1）沖大幹、世界の水危機、日本の水問題（2002年）、http://hydro.iis.utokyo.ac. jp/Info?Press200207/　（2007年11月8日）
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原稿タイトル





包装太郎*、包装愛子**








Title of Manuscript





Taroh HOHSOH* and Aiko HOHSOH**








原稿の要約を記入する。要旨は目的、方法、結果の順に書き、研究の具体的成果と著者の主張したい点を含める（400字以内）。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○





The abstract of manuscript is described.　要旨は目的、方法、結果の順に書き、研究の具体的成果と著者の主張したい点を含める（200 語以内）。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○





キーワード : 包装、設計、…





Keywords  : Packaging, Design, …





【執筆要綱６．１より】和文論文には、和文要旨と英文要旨を記入する。


【執筆要綱６．２より】英文論文には、英文要旨を記入する。和文要旨に関しては、記入することが望ましいが、必ずしも記入する必要はない。


【執筆要綱６．３より】総説、展望、解説などには、和文要旨と英文要旨を記入することが望ましい。





なお、原稿の長さは原則として次の一覧表によるものとする。


種類�
一般論文・技術報告�
ノート�
総説・展望・解説・資料等�
�
刷り上がり頁数�
12頁以内�
8頁以内�
12頁以内�
�
和文要旨（字数）�
400字以内�
300字以内�
－�
�
英文要旨（字数）�
200語以内�
150語以内�
－�
�
キーワード（語数）�
10語以内�
8語以内�
10語以内�
�
注1）刷り上がり1頁は、20字×35字×2段組＝1,400字。








* 日本包装 ㈱, Japan Packaging Co.


**連絡者(Corresponding author), 日本包装大学 (〒168-0073 東京都○区△町□-○), Japan Packaging University □-○ △-cho, ○-ku, Tokyo 168-0073, Japan,                                                               TEL:01-2345-6789, FAX:09-8765-4321, Email:aiko-pack@hoso.daigaku.ac.jp








ここに、数式を挿入する。


〔例〕


□□� EMBED Equation.3  ���　　　　　□□� EMBED Equation.3  ���


□□� EMBED Equation.3  ���　　　　　□□� EMBED Equation.3  ���








Fig.1 Sample





ここに、表を挿入する


〔例〕


Table1 Sample


No.�
Size


 (mm)�
Mass (kg)�
Remarks�
�
1�
77×77×7�
7�
A�
�
2�
77×77×7�
7�
B�
�
3�
77×77×7�
7�
C�
�






ここに、図を挿入する。


〔例〕


�





Fig.1 Sample








-エラー! メイン文書しかありません。
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